
 

 

 

今後の中学校給食に関する方針（素案）」とは・・・ 

枚方市の中学校給食は、平成２８年度から選択制のランチボックス方式で提供しています。スタートから

６年が経過し、社会情勢が変化する中、今後の中学校給食のあり方を検討するにあたり、「枚方市中学校

給食あり方懇話会」からの意見や「児童・生徒・保護者へのアンケート調査」の結果を踏まえ、中学校給食

の全員給食に向けた方針を策定する素案として作成したものです。 

中学校給食の喫食率は、平成２８年度約 24%から微増傾向で現在約 35％です。 

中学校給食の開始以来、喫食率向上のため、これまで次のような取り組みを行ってきました。 

〈魅力の向上〉 ・フルカラー献立表の全生徒・教職員への配布  

・全国の郷土料理や世界各国の料理を献立に取り入れて提供  

・ご飯の量の選択が可能  

〈利便性の向上〉 ・インターネット予約 

・コンビニ・クレジットカード・自動口座振替による決済  

・自動予約のWEB申請  

〈PR・情報発信〉 
・６年生を対象とした中学校給食試食会の実施 

・給食 PR動画        

・学校・PTA との連携強化    

 

 

 

 

   
 

➡今後の中学校給食のあり方、 生徒にとってふさわしい給食のあり方を検討 

  

＜枚方市中学校給食あり方懇話会における主な意見＞ 

 ●中学生に必要な栄養素を摂取できるのが学校給食 ●成長期に１日３食のうち１食でも給食を摂ることは 

意義がある ●家庭の食生活をサポートするのが学校給食 ●中学生期は食生活の自立に向けた大切な時期 

●成長、栄養、食育の観点から全員給食が良い●個に応じた分量が提供できるうえ、食育の観点からも食缶 

方式が望ましい 

 

＜児童・生徒・保護者へのアンケート調査における主な意見＞ 

◆保護者から「全員給食が望ましい」、「栄養バランスがとれる」「弁当・献立づくりの負担が軽減される」 

◆中学生から「選択制給食が望ましい」、「量が多い・少ない」 

◆小学生から 半数弱が「全員給食が望ましい」、半数強が「選択制給食が望ましい」 

◆児童生徒に共通している意見 給食の良い点：「栄養バランスがとれる」 

給食の良くない点；「嫌いな食べ物が出てくる」 

◆一日の食事回数について：ほとんどの児童・生徒・保護者が「一日３食食べている」と回答している中で、 

小学校児童で 19人、中学校生徒で 3人が 「一日１食」との回答。 

 

「今後の中学校給食に関する方針（素案）」を作成しました 

 

 

社会情勢の変化 

・自治体の多くがランチボックスから食缶へ 

・ランチボックス方式のコスト上昇 

・ランチボックス方式の委託業者が限られてきている 

・コロナ渦や世界情勢の変化による原油や食材等の価格の高騰  等 
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枚方市教育委員会 おいしい給食課 

 



様々なご意見や社会情勢の変化等を踏まえ、 
 

素案には、完全給食が必要とされる理由、提供方式、調理場や配膳室の整備等について 

市の考えを掲載しています。 
 

 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●みなさんのご意見をお聞かせください！ 
パブリックコメント（市民のみなさんからの意見募集）を実施しています。 

詳しくは市ホームページまたは広報ひらかた９月号の１３ページをご覧ください。 

年 度 概  要 

令和４年度 

（２０２２年度） 
  ８月  今後の中学校給食に関する方針（素案）作成 
  ９月  「今後の中学校給食に関する方針（素案）」パブリックコメントの実施 
       今後の中学校給食に関する方針（案）作成 
12月  今後の中学校給食に関する方針 策定、実施計画等の策定 

令和５年度 

（２０２３年度） 
【PFI事業（新調理場）】 
  4月  可能性調査の実施 

【中学校・第一学校給食共同調理場】 
  ４月  配膳室調査・各学校調整 
       先行導入校での全員給食実施に向けた調整 

令和６年度 

（２０２４年度） 
  5月  事業者選定 
６月  新調理場 設計・建設 

  ６月  第一学校給食共同調理場 設計・改修 
 １０月  配膳室設計 

令和７年度 

（２０２５年度） 
12月  開設準備   ７月  配膳室改修 

       開設準備 
  ８月  先行導入校で全員給食 実施 

令和８年度 

（２０２６度） 
  ４月 または ８月  全員給食の実施 

調理場 

▶現在の第一学校給食共同調理場に加え、新たな給食セン

ターの整備について PPP/PFA手法導入を優先的に検討し

ます。 

▶センター方式を採用することで 

・集中的な衛生管理 

・整備期間・コストの大幅圧縮 

・厨房機器など設備の充実 

・市内または近隣立地のため配送に時間がかからない 

・突発的な対応や変更 などが可能になります。  

全員給食 

▶栄養・食育の観点から全員給食 

望ましい栄養量の摂取、多様な食にふ

れる、食に関する重要な教材、望ましい

食習慣の形成、食に関する実践力、生徒

の食生活の改善  

配膳室 

▶食缶方式の食数に応じたスム

ーズな配膳ができるよう必要な

改修を行います。 

全ての生徒が「中学生にとってふさわしい給食」を食べることができる環境を整備し、 

すべての生徒の健全な成長を支えていくために中学校給食の全員給食に向けた取り組みを着実に進め

ていく必要があります。 

 

食物アレルギー対応 

▶学校給食における食物アレルギー対応指針に則り、

食物アレルギーに対応した専用区画などの施設整

備、学校・教育委員会・調理場などが連携した体制づ

くりを進めていきます。 

提供方式 

▶「食育」に対応し、個に応じた分

量で提供が可能な食缶方式 
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＜今後の予定＞ ※令和４年(2022年)８月現在 

 

給食費 

▶１食３３０円 現行と同額を想定 
今後の中学校給食 

 ９月１日～２０日 

 

下欄をご覧ください 

枚方市ホームページ 


